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１．研究計画の概要 
（１）人間関係教育を学習内容に取り入れた

教科再編も視野に入れた教科体育の可能性

について検討し、それにつながる保健体育教

科教育のカリキュラム構成を試みる。 
（２）従来の共同同時学習を補足し発展させ

る新しい可能性を内包した e-Learning の導

入の可能性について検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）保健体育科教育カリキュラム作成 
①研究の枠組み設定と必要な手順の再確認。

現代社会と教育、教育改革、教科再編など教

育全般に関わる基礎知識の整理。 
②これまでの教科体育の現状の確認と問題

点の整理。 
③「体育に関する知識（体育理論）」や対人

関係能力についての先行研究の整理と「関わ

り意識」の概念整理。 
④「生命」「身体」「人間」「共創」を基盤と

した「対人関係能力」の具体的検討。リーダ

ーシップやコミュニケーションを中核に。 
⑤これまでの講義の内容の整理と新しいカ

リキュラムの構築 
（２）e-Learning の導入の可能性 
①e-Learning の基礎知識の集約 
②e-Learning の導入の先行研究整理 
③これまで実施した e-Learning の整理 
④e-Learning の導入の可能性と問題点 
 
 

３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
（理由） 
先行研究の文献調査や教科内容について

の検討は順調に進んでいるが、具体的な講義

での実験的研究がうまく進んでいない。 
４．今後の研究の推進方策 

 具体的な実践に基づく検討がうまく進め

られない場合は、いくつかの事例を報告しな

がら、文献研究により、教科再編も視野に入

れた、新しい保健体育科教育のあり方につい

ての仮設的な提案を試みる。 
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